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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
長
門
有
希
の
為
の
消
失

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
８
０
０
Ｒ

【
作
者
名
】

　
ギ
ロ
チ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
長
門
有
希
好
き
の
行
楽
で
す
。

本
編
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
消
失
」
を
読
破
、
あ
る
い
は
観
賞
し
た
方
に
オ
ス
ス
メ

い
た
し
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
：

長
門
は
嫁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
率
事
象
で
す
。
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対
キ
ョ
ン
「
長
門
ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
？
」

長
門
「
こ
く
」

バ
ン
ッ

ハ
ル
ヒ
「
待
た
せ
た
わ
ね
っ
！
」

キ
ョ
ン
「
そ
ろ
そ
ろ
冬
休
み
だ
な
」

ハ
ル
ヒ
「
無
視
す
ん
な
」

♪
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
♪

ハ
ル
ヒ
「
ク
リ
ス
マ
ス
予
定
あ
る
人
い
る
？
」

キ
ョ
ン
「
あ
る
」

ハ
ル
ヒ
「
な
い
の
ね
」

キ
ョ
ン
「
聞
け
よ
。
い
や
、
も
う
い
い
」

ハ
ル
ヒ
「
小
泉
君
は
？
」

小
泉
「
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
幸
か
不
幸
か
、
僕
の
予
定
は
」

ハ
ル
ヒ
「
み
く
る
ち
ゃ
ん
は
？
」
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み
く
る
「
ふ
ぇ
？
」

小
泉
「
…
…
…
」

ハ
ル
ヒ
「
も
う
い
い
わ
」

み
く
る
「
ふ
ぇ
え
え
！
？
」

ハ
ル
ヒ
「
有
希
！
」

長
門
「
あ
る
」

ハ
ル
ヒ
「
よ
ね
…
…
…
え
！
？
（
１
カ
メ
）
」

小
泉
「
何
で
す
と
っ
！
？
（
２
カ
メ
）
」

　み
く
る
「
ふ
ぇ
！
？
（
３
カ
メ
）
」

キ
ョ
ン
「
何
！
？
（
４
カ
メ
）
」

長
門
「
私
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
予
定
が
あ
る
」

ハ
ル
ヒ
「
ど
ん
な
予
定
よ
！
？
」

長
門
「
そ
れ
は
言
え
な
い
」

ハ
ル
ヒ
「
だ
、
だ
、
誰
と
の
予
定
よ
！
？
」

長
門
「
チ
ラ
ッ
…
…
」
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キ
ョ
ン
「
え
？
」

長
門
「
そ
れ
は
言
え
な
い
」

ハ
ル
ヒ
「
キ
ョ
ン
！
　
あ
ん
た
有
希
に
何
を
し
よ
う
っ
て
言
う
の
！
」

キ
ョ
ン
「
何
も
し
な
い
、
断
じ
て
し
な
い
。
こ
ら
っ
、
長
門
！
」

長
門
「
私
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
の
貴
方
の
言
葉
は
や
や
残
念

で
は
あ
る
」

ハ
ル
ヒ
「
キ
ョ
ン
！
　
あ
ん
た
死
刑
ね
」

キ
ョ
ン
「
何
故
だ
！
」

ハ
ル
ヒ
「
あ
れ
、
そ
う
言
え
ば
あ
ん
た
予
定
あ
る
っ
て
言
っ
て
た
わ
ね
」

　キ
ョ
ン
「
今
更
だ
な
。
つ
か
聞
こ
え
て
た
の
か
よ
」

ハ
ル
ヒ
「
あ
れ
は
有
希
と
デ
、
デ
…
…
散
歩
す
る
予
定
だ
っ
た
の
ね
！
」

キ
ョ
ン
「
い
や
、
あ
れ
は
お
前
に
合
わ
せ
る
と
面
倒
な
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
か

ら
相
槌
を
だ
な
」

ハ
ル
ヒ
「
な
る
ほ
…
…
な
る
ほ
く
な
い
わ
よ
！
　
や
っ
ぱ
り
あ
ん
た
は
死
刑
！

　
そ
れ
と
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
で
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
る
か
ら
ね
。
や
る
っ
た

ら
や
る
ん
だ
か
ら
！
」
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有
ハ
ル
ヒ
「
お
待
た
せ
！
　
じ
ゃ
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
打
ち

合
わ
せ
を
始
め
る
わ
」

キ
ョ
ン
「
わ
ー
い
（
棒
読
み
）
」

ハ
ル
ヒ
「
何
か
案
が
あ
る
人
い
る
？
　
北
極
に
サ
ン
タ
探
し
に
行
き
た
い
と
か
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
に
行
く
と
か
」

長
門
「
私
は
キ
ョ
ン
と
一
緒
に
い
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」

キ
ョ
ン
「
お
い
、
ま
だ
そ
の
ネ
タ
続
く
の
か
」

長
門
「
続
く
」

ハ
ル
ヒ
「
ち
っ
」

み
く
る
「
お
、
お
、
お
茶
入
れ
ま
す
ね
」

ハ
ル
ヒ
「
有
希
に
は
特
に
あ
っ
つ
い
の
お
願
い
ね
！
」

小
泉
「
や
れ
や
れ
」

キ
ョ
ン
「
小
泉
、
お
前
は
ま
た
一
人
だ
け
そ
う
や
っ
て
蚊
帳
の
外
に
い
や
が
っ

て
」

小
泉
「
好
き
で
こ
の
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
ん

な
こ
と
よ
り
長
門
さ
ん
」
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長
門
「
な
に
」

小
泉
「
羨
ま
し
い
で
す
ね
」

長
門
「
ど
う
い
う
意
味
」

小
泉
「
キ
ョ
ン
君
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
せ
る
な
・
ん
・
て
」

キ
ョ
ン
「
気
色
悪
い
こ
と
を
言
う
な
」

ハ
ル
ヒ
「
カ
ニ
…
カ
ニ
は
Ｎ
Ｇ
ね
」

キ
ョ
ン
「
ハ
ル
ヒ
、
何
か
言
っ
た
か
？
」

ハ
ル
ヒ
「
何
も
！
」

ハ
ル
ヒ
「
（
台
本
と
全
然
違
う
じ
ゃ
な
い
！
　
カ
ニ
の
と
こ
長
い
か
ら
一
生
懸

命
覚
え
た
っ
て
い
う
の
に
！
）
」

み
く
る
「
お
茶
、
こ
こ
に
置
い
と
き
ま
」

ハ
ル
ヒ
「
ふ
ん
っ
」

み
く
る
「
ふ
ぇ
！
　
あ
ち
ゃ
ち
ゃ
ち
ゃ
ち
ゃ
」

キ
ョ
ン
「
八
つ
当
た
り
を
す
る
な
！
　
ハ
ル
ヒ
」

ハ
ル
ヒ
「
五
月
蝿
い
わ
ね
。
あ
ら
み
く
る
ち
ゃ
ん
、
服
が
濡
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
ね
。

代
わ
り
は
用
意
し
て
あ
る
わ
。
こ
れ
を
着
な
さ
い
！
」
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み
く
る
「
ふ
ぇ
！
？
」

ハ
ル
ヒ
「
（
何
と
し
て
も
、
台
本
通
り
に
し
て
み
せ
る
わ
）
」

長
門
「
（
…
…
そ
う
は
さ
せ
な
い
。
ク
フ
フ
）
」
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機
♪
み
く
る
着
替
え
中
♪

小
泉
「
朝
比
奈
さ
ん
に
は
悪
い
で
す
が
、
涼
宮
さ
ん
が
落
ち
着
い
て
い
る
の
は

我
々
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
」

キ
ョ
ン
「
神
人
だ
っ
た
か
」

小
泉
「
そ
う
で
す
。
僕
ら
が
何
よ
り
恐
れ
て
い
る
の
は
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
。
こ
こ
の
所

は
…
略
」

キ
ョ
ン
「
寝
て
て
も
起
き
て
て
も
迷
惑
な
奴
だ
」

小
泉
「
と
ん
で
も
な
い
…
中
略
…
涼
宮
さ
ん
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
我

々
も
、
朝
比
奈
さ
ん
も
、
貴
方
も
。
そ
し
て
多
分
、
長
門
さ
ん
も
」

キ
ョ
ン
「
（
意
外
だ
な
…
…
長
門
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
こ
い
つ
も
気
づ

い
て
い
た
と
は
）
」

あ
る
晴
れ
た
日
の
こ
と
～
♪

キ
ョ
ン
「
お
、
メ
ー
ル
だ
」

ｆ
ｏ
ｒ
長
門
『
ド
ア
か
ら
離
れ
て
』

キ
ョ
ン
「
？
　
ま
ぁ
離
れ
て
お
く
か
」

ハ
ル
ヒ
「
も
う
い
い
わ
よ
！
」
ガ
チ
ャ
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ハ
ル
ヒ
「
（
…
…
…
…
あ
る
え
？
）
」

長
門
「
…
…
ク
ス
ク
ス
」

小
泉
「
（
ハ
ッ
。
何
だ
か
閉
鎖
空
間
が
う
ま
れ
る
予
感
が
）
」

小
泉
「
僕
、
少
し
失
礼
し
ま
す
ね
。
朝
比
奈
さ
ん
、
凄
く
お
似
合
い
で
す
よ
。

ア
デ
ュ
ー
」

キ
ョ
ン
「
朝
比
奈
さ
ん
、
凄
く
可
愛
い
で
す
ね
」

朝
比
奈
「
ふ
ぇ
、
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

ハ
ル
ヒ
「
…
…
…
」

長
門
「
ち
っ
」
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生
キ
ョ
ン
「
お
い
ハ
ル
ヒ
、
モ
ー
ル
が
足
り
な
い
ぞ
」

ハ
ル
ヒ
「
じ
ゃ
あ
買
っ
て
き
て
」

キ
ョ
ン
「
俺
が
か
」

ハ
ル
ヒ
「
あ
ん
た
が
！
」

長
門
「
私
も
一
緒
に
行
く
」

ハ
ル
ヒ
「
な
っ
」

み
く
る
「
お
お
お
茶
い
れ
ま
す
ね
」

キ
ョ
ン
「
長
門
、
理
由
を
聞
こ
う
」

長
門
「
私
が
つ
い
て
い
っ
た
ら
迷
惑
？
」

キ
ョ
ン
「
答
え
に
な
っ
て
な
い
」

長
門
「
私
は
貴
方
と
買
い
物
が
し
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
」

ハ
ル
ヒ
「
…
…
…
」

ハ
ル
ヒ
「
…
…
…
」

ハ
ル
ヒ
「
…
…
…
」
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ハ
ル
ヒ
「
キ
ョ
ン
、
後
で
体
育
館
の
裏
に
来
な
さ
い
」

キ
ョ
ン
「
何
で
だ
よ
」

長
門
「
私
も
行
く
」

ハ
ル
ヒ
「
有
希
は
い
い
わ
」

長
門
「
行
く
」

ハ
ル
ヒ
「
ふ
ん
っ
。
勝
手
に
し
な
さ
い
」
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命
体
育
館
裏
に
て

キ
ョ
ン
「
え
ー
と
」

長
門
「
…
…
…
」

ハ
ル
ヒ
「
キ
ョ
ン
、
正
直
に
答
え
な
さ
い
。
あ
ん
た
、
有
希
と
付
き
合
っ
て
る

の
？
」

キ
ョ
ン
「
…
…
は
？
」

長
門
「
付
き
合
っ
て
い
る
」

キ
ョ
ン
「
何
！
？
」

ハ
ル
ヒ
「
有
希
は
黙
っ
て
な
さ
い
。
私
は
キ
ョ
ン
に
聞
い
て
る
の
。
で
、
ど
う

な
の
？
」

キ
ョ
ン
（
何
な
ん
だ
よ
。
俺
の
所
属
は
Ｓ
Ｆ
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？
　
い
つ
の

間
に
ラ
ブ
コ
メ
み
た
い
に
な
っ
て
る
ん
だ
。
仕
方
な
い
。
な
る
よ
う
に
な
れ
！
）

キ
ョ
ン
「
付
き
合
っ
て
い
る
」

ハ
ル
ヒ
「
…
…
聞
こ
え
な
い
わ
」

キ
ョ
ン
「
俺
は
長
門
と
付
き
合
っ
て
い
る
」
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ハ
ル
ヒ
「
…
…
も
っ
と
大
き
な
声
で
！
」

キ
ョ
ン
「
俺
は
長
…
…
ぐ
は
ぁ
！
　
っ
て
ぇ
な
！
　
何
す
ん
だ
よ
」

ハ
ル
ヒ
「
は
ぁ
…
…
は
ぁ
。
…
…
…
キ
ョ
ン
の
馬
鹿
！
　
ば
ー
か
！
」
タ
タ
タ

タ
ッ

長
門
「
行
っ
て
し
ま
っ
た
」

キ
ョ
ン
「
さ
り
げ
な
く
抱
き
つ
く
の
は
や
め
て
く
れ
、
長
門
」
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体
キ
ョ
ン
「
モ
ー
ル
か
、
結
構
い
ろ
い
ろ
あ
る
な
」

長
門
「
そ
う
」

キ
ョ
ン
「
ハ
ル
ヒ
に
聞
い
て
み
る
か
」

長
門
「
私
に
は
聞
か
な
い
の
？
」

キ
ョ
ン
「
…
…
な
、
長
門
は
ど
れ
が
い
い
と
思
う
？
」

長
門
「
貴
方
が
好
き
な
も
の
な
ら
、
何
で
も
」

キ
ョ
ン
「
…
…
…
」
ピ
ッ

長
門
「
…
…
…
」

キ
ョ
ン
「
も
し
も
し
？
　
ハ
ル
ヒ
？
」

ハ
ル
ヒ
『
何
よ
！
　
今
更
謝
っ
た
っ
て
遅
い
ん
だ
か
ら
ね
。
そ
も
そ
も
、
謝
っ

て
済
む
問
題
じ
ゃ
な
い
の
よ
！
』

キ
ョ
ン
「
す
ま
ん
」

ハ
ル
ヒ
『
で
、
何
よ
！
　
私
今
ク
リ
パ
の
準
備
の
思
案
で
忙
し
い
っ
て
言
わ
な

か
っ
た
？
』

キ
ョ
ン
「
そ
の
ク
リ
パ
の
準
備
に
俺
を
駆
り
出
し
た
ん
だ
ろ
う
が
」
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ハ
ル
ヒ
『
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
か
し
ら
』

キ
ョ
ン
「
お
前
な
。
今
か
ら
モ
ー
ル
の
写
メ
送
る
か
ら
、
ど
れ
が
い
い
か
選
ん

で
く
れ
？
　
な
ん
な
ら
色
を
指
定
し
て
く
れ
て
も
」

ハ
ル
ヒ
『
そ
の
必
要
は
な
い
わ
。
全
部
買
い
占
め
な
さ
い
！
』

キ
ョ
ン
「
は
ぃ
？
」

ハ
ル
ヒ
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
ん
て
微
塵
も
な
い
の
！
　
じ
ゃ
、
頼
ん
だ
わ
よ
』

プ
ツ
ッ

キ
ョ
ン
「
全
部
っ
た
っ
て
、
２
０
０
０
円
く
ら
い
し
な
い
か
、
こ
れ
」

…
…
…

店
員
「
２
５
７
０
円
に
な
り
ま
す
」

長
門
「
こ
こ
は
私
が
出
す
か
ら
」

キ
ョ
ン
「
い
や
い
い
よ
」

長
門
「
私
が
出
す
」

キ
ョ
ン
「
い
や
い
…
…
」

長
門
「
（
重
な
り
あ
う
二
人
の
手
。
計
画
通
り
）
」

キ
ョ
ン
「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
お
言
葉
に
甘
え
て
」
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長
門
「
（
彼
の
鼓
動
が
著
し
い
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
緊
急
事
態
発
生
、

顔
が
熱
い
）
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

長門有希の為の消失
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